
(57)【要約】

【課題】　鋸刃の揺動を伴う電動鋸の揺動往復モードの

みならず，揺動を伴わない純粋往復モードでも，常に高

い切断能力を実現可能とした往復型電動鋸を提案する。

【解決手段】　本発明による往復型電動鋸（10）は，駆

動モータ（17）と，工具（15）のための駆動手段（21）

と，該駆動手段（21）の質量アンバランスを補償するた

めのバランス質量部材（22）とを具え，駆動モータ（17

）の回転運動を変換手段（20）により，第１運動軸線（

41）に沿う駆動手段（21）の往復運動に変換すると共に

，第２運動軸線（42）に沿うバランス質量部材（22）の

逆相での往復運動に変換する。バランス質量部材（22）

の第２運動軸線（42）を駆動手段（21）の第１運動軸線

（41）に対して角度αで延在させることにより，バラン

ス質量部材（22）を駆動手段（21）に対して常に所定の

角度をなす方向で案内する。

【選択図】　図１　
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 駆 動 モ ー タ （ 17） と ， 工 具 （ 15） の た め の 駆 動 手 段 （ 21） と ， 該 駆 動 手 段 （ 21） の 質 量
ア ン バ ラ ン ス を 補 償 す る た め の バ ラ ン ス 質 量 部 材 （ 22） と を 具 え ， 更 に ， 駆 動 モ ー タ （ 17
） の 回 転 運 動 を ， 第 １ 運 動 軸 線 （ 41） に 沿 う 駆 動 手 段 （ 21） の 往 復 運 動 に 変 換 す る と 共 に
， 第 ２ 運 動 軸 線 （ 42） に 沿 う バ ラ ン ス 質 量 部 材 （ 22） の 逆 相 で の 往 復 運 動 に 変 換 す る 変 換
手 段 （ 20） を 具 え る 往 復 型 電 動 鋸 に お い て ， バ ラ ン ス 質 量 部 材 （ 22） の 第 ２ 運 動 軸 線 （ 42
） を 駆 動 手 段 （ 21） の 第 １ 運 動 軸 線 （ 41） に 対 し て 角 度 α で 延 在 さ せ る こ と に よ り ， バ ラ
ン ス 質 量 部 材 （ 22） を 駆 動 手 段 （ 21） に 対 し て 常 に 所 定 の 角 度 を な す 方 向 で 案 内 す る こ と
を 特 徴 と す る 電 動 鋸 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 電 動 鋸 に お い て ， 駆 動 手 段 （ 21） を 選 択 的 に 揺 動 さ せ る た め の 揺 動 機 構
（ 30） を 具 え ， 該 揺 動 機 構 （ 30） に よ り 駆 動 手 段 （ 21） と バ ラ ン ス 質 量 部 材 （ 22） と の 間
の 角 度 （ α ） を 所 定 の 角 度 範 囲 （ α N ～ α P ） 内 で 変 動 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 電 動 鋸 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 電 動 鋸 に お い て ， 駆 動 手 段 （ 21） と バ ラ ン ス 質 量 部 材 （ 22） と
の 間 の 角 度 （ α ） を 2° ～ 30° の 範 囲 内 で 変 動 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 電 動 鋸 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ ～ ３ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の 電 動 鋸 に お い て ， 駆 動 手 段 （ 21） と バ ラ ン ス 質 量 部
材 （ 22） と の 間 の 角 度 （ α ） を 3° ～ 15° の 範 囲 内 で 変 動 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 電 動 鋸
。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は ， 駆 動 モ ー タ と ， 工 具 の た め の 駆 動 手 段 と ， 該 駆 動 手 段 の 質 量 ア ン バ ラ ン ス を
補 償 す る た め の バ ラ ン ス 質 量 部 材 と を 具 え ， さ ら に ， 駆 動 モ ー タ の 回 転 運 動 を ， 第 １ 運 動
軸 線 に 沿 う 駆 動 手 段 の 往 復 運 動 と ， 第 ２ 運 動 軸 線 に 沿 う バ ラ ン ス 質 量 部 材 の 逆 相 で の 往 復
運 動 と に 変 換 す る 変 換 手 段 を 具 え る 往 復 型 電 動 鋸 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 往 復 型 電 動 鋸 の 場 合 ， 往 復 ロ ッ ド 等 で 構 成 さ れ た 駆 動 手 段 の 質 量 ア ン バ ラ ン ス を 調 整 す
る た め に ， 駆 動 手 段 に 対 し て バ ラ ン ス 質 量 部 材 を 逆 相 で 駆 動 す る の が 普 通 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 米 国 特 許 第 6634107号 明 細 書 （ 特 許 文 献 １ ） 又 は 特 開 2002-79417号 公 報 （ 特 許 文 献 ２ ）
に 記 載 さ れ た 揺 動 往 復 型 電 動 鋸 は ， 駆 動 軸 に よ り 往 復 ロ ッ ド に 対 し て 逆 相 で 駆 動 さ れ る バ
ラ ン ス 質 量 部 材 が ， 鋸 刃 の 揺 動 を 伴 う 電 動 鋸 の 揺 動 往 復 モ ー ド の み な ら ず ， 揺 動 を 伴 わ な
い 純 粋 往 復 モ ー ド で も 作 動 す る 構 成 と さ れ て い る 。 往 復 ロ ッ ド の 運 動 軸 線 は ， 揺 動 を 伴 う
往 復 モ ー ド で は バ ラ ン ス 質 量 の 運 動 軸 線 に 対 し て 首 振 り 子 運 動 す る 。 こ れ に 対 し て ， 純 粋
往 復 モ ー ド で は 往 復 ロ ッ ド の 運 動 軸 線 と バ ラ ン ス 質 量 の 運 動 軸 線 と が 互 い に 平 行 で あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 米 国 特 許 第 6634107号 明 細 書
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 2002-79417号 公 報
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し た が っ て ， 上 述 し た 構 成 を 有 す る 既 知 の 往 復 型 電 動 鋸 は ， 純 粋 往 復 動 モ ー ド に お け る
電 動 鋸 の 切 断 能 力 が 低 い 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 課 題 は ， 常 に 高 い 切 断 能 力 を 実 現 可 能 と し た 往 復 型 電 動 鋸 を 提 案 す る こ と に あ
る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
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【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 課 題 を 解 決 す る た め ， 本 発 明 は ， 本 文 冒 頭 に 記 載 し た 構 成 の 往 復 型 電 動 鋸 に お い て
， バ ラ ン ス 質 量 部 材 の 運 動 軸 線 を 駆 動 手 段 の 運 動 軸 線 に 対 し て 角 度 α で 延 在 さ せ る こ と に
よ り ， バ ラ ン ス 質 量 部 材 を 駆 動 手 段 に 対 し て 常 に 所 定 の 角 度 を な す 方 向 で 案 内 す る こ と を
特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に よ れ ば ， バ ラ ン ス 質 量 部 材 が 駆 動 手 段 に 対 し て 角 度 α を な す 方 向 に 案 内 さ れ る
た め ， そ の 運 動 軸 線 は 常 に 駆 動 手 段 の 運 動 軸 線 に 対 し て 傾 斜 し て い る る 。 こ れ ら の 運 動 軸
線 が 互 い に な す 角 度 は ， 揺 動 を 伴 わ な い 往 復 モ ー ド に お い て ， 駆 動 手 段 に 対 す る バ ラ ン ス
質 量 部 材 の 角 度 α と 一 致 す る 。 す な わ ち ， 駆 動 手 段 と バ ラ ン ス 質 量 部 材 と は 常 に ， 互 い に
非 平 行 に 位 置 す る 。 こ の 措 置 に よ り ア ン バ ラ ン ス 補 償 が 達 成 さ れ る だ け で な く ， ほ ぼ 両 運
動 軸 線 の 交 点 に 位 置 す る 仮 想 中 心 点 を 巡 る ト ル ク が 発 生 す る た め ， 交 互 に 異 な る 回 転 方 向
に 発 生 す る ト ル ク が ワ ー ク に 対 す る 鋸 刃 の 高 い 押 圧 力 を 生 じ さ せ ， 切 断 能 力 を 大 幅 に 高 め
る こ と と な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 鋸 刃 に 往 復 運 動 の み な ら ず 首 振 り 運 動 を 生 じ さ せ る 揺 動 往 復 モ ー ド を 選 択 す る と ， バ ラ
ン ス 質 量 部 材 が 駆 動 手 段 に 対 し て な す 角 度 α が 首 振 り 運 動 の た め に α N ～ α P の 範 囲 内 で 変
動 す る 。 こ こ で ， α P は 揺 動 往 復 モ ー ド に お け る 角 度 を ， α N は 揺 動 を 伴 う 純 粋 往 復 モ ー ド
に お け る 標 準 角 度 を 表 す 。 駆 動 手 段 及 び バ ラ ン ス 質 量 部 材 は ， 常 に 互 い に 非 平 行 に 維 持 さ
れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 バ ラ ン ス 質 量 部 材 の ガ イ ド 部 材 と 駆 動 手 段 と が な す 角 度 α は ， 2° ～ 30° の 範 囲 内 で 定
め る の が 有 利 で あ る 。 こ の 角 度 範 囲 で は ， 揺 動 往 復 モ ー ド の み な ら ず ， 純 粋 往 復 モ ー ド に
お い て も 最 適 な 切 断 能 力 が 実 現 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 バ ラ ン ス 質 量 部 材 の ガ イ ド 部 材 と 駆 動 手 段 と が な す 角 度 α は ， 3° ～ 15° の 範 囲 内 で 定
め る の が 特 に 有 利 で あ る 。 こ の 角 度 範 囲 で は ， 最 適 な 切 断 能 力 を 達 成 す る 以 外 に も ， ア ン
バ ラ ン ス 補 償 に 対 す る 好 ま し く な い 影 響 を 最 少 化 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 ， 本 発 明 を 図 示 の 好 適 な 実 施 形 態 に つ い て 更 に 具 体 的 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す 往 復 型 電 動 鋸 は ， セ ー バ ー ソ ー と し て 構 成 さ れ て お り ， 一 体 型 ハ ウ
ジ ン グ ， 又 は 複 数 部 材 で 構 成 さ れ た ハ ウ ジ ン グ 11内 に 駆 動 系 16を 配 置 し た も の で あ る 。 駆
動 系 16は 駆 動 モ ー タ 17及 び 変 換 機 構 20を 具 え る 。 変 換 機 構 20は ， 駆 動 モ ー タ 17の 回 転 運 動
を 第 １ 運 動 軸 線 41に 沿 っ た 駆 動 手 段 21の 往 復 運 動 に 変 換 す る と 共 に ， 第 ２ 運 動 軸 線 42に 沿
っ た バ ラ ン ス 質 量 部 材 22の 逆 相 で の 往 復 運 動 に 変 換 す る 。 電 動 鋸 10に 対 す る 電 源 は ， 商 用
電 源 に 接 続 可 能 な 電 源 ケ ー ブ ル を 含 ん で い る 。 言 う ま で も な く ， 電 動 鋸 10に バ ッ テ リ 電 源
を 内 蔵 さ せ る る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 電 動 鋸 10の グ リ ッ プ 12に は ， 電 動 鋸 10を 作 動 す る た め の ス イ ッ チ 手 段 13を 配 置 す る 。 グ
リ ッ プ 12と 反 対 側 に 位 置 す る 電 動 鋸 10の 端 部 に お い て ， 往 復 ロ ッ ド 等 で 構 成 さ れ た 駆 動 手
段 21の 先 端 に ， 工 具 と し て の 鋸 刃 15を 把 持 す る た め の 工 具 ホ ル ダ 14を 配 置 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 変 換 機 構 20は ， 駆 動 モ ー タ 17の 出 力 歯 車 18を 噛 み 合 わ せ る 歯 車 等 と し て 構 成 す る こ と の
で き る 動 力 伝 達 部 材 23を 具 え る 。 動 力 伝 達 部 材 23は ， 軸 受 に よ り 回 動 可 能 に 支 承 す る 。 動
力 伝 達 部 材 23に ２ 個 の 偏 心 フ ォ ロ ワ 24, 25を 配 置 す る 。 偏 心 フ ォ ロ ワ 24, 25は ， 動 力 伝 達
部 材 23に 対 し て 偏 心 的 に 配 置 し た ピ ン に よ り 形 成 さ れ ， こ れ ら は 動 力 伝 達 部 材 23の 表 面 で
互 い に 直 径 対 向 位 置 に 配 置 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
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　 往 復 ロ ッ ド と し て 構 成 し た 駆 動 手 段 21を ， ハ ウ ジ ン グ 11内 に 旋 回 可 能 に 配 置 さ れ た 軸 受
28の 軸 受 ホ ル ダ 29に よ り 上 下 に 可 動 に 案 内 す る 。 駆 動 系 16側 に 位 置 す る 駆 動 手 段 21の 端 部
に 設 け た 凹 所 に は ， 偏 心 フ ォ ロ ワ 24又 は 変 換 機 構 20の 第 １ ピ ン を 係 合 さ せ る 。 駆 動 手 段 21
は ， 凹 所 の 側 方 に 配 置 し た ガ イ ド ロ ー ラ 33に よ り ， ガ イ ド 素 子 34の 案 内 凹 所 35に よ り 案 内
す る 。 ガ イ ド 素 子 34は 揺 動 機 構 30の 一 部 で あ り 、 電 動 鋸 10に お け る ガ イ ド 素 子 の 傾 斜 角 度
は 調 整 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ に 示 す よ う に ， 駆 動 手 段 21に 対 し て ガ イ ド 素 子 34は 同 軸 的 に 配 置 さ れ る た め ， ガ イ
ド 素 子 34は 運 動 軸 線 41に 沿 っ て 純 粋 往 復 運 動 （ 二 重 矢 印 50） を 生 じ る 位 置 を 占 め る 。 こ の
位 置 で は ， 揺 動 機 構 30は 作 動 し な い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 バ ラ ン ス 質 量 部 材 22は ， 駆 動 手 段 21に 対 す る 角 度 α を も っ て 軸 受 手 段 26に お け る す べ り
軸 受 27上 に 案 内 さ れ る 。 バ ラ ン ス 質 量 部 材 22は ， 第 ２ 偏 心 フ ォ ロ ワ 25又 は 変 換 機 構 20の 第
２ ピ ン が 係 合 す る 凹 所 を 有 す る 。 バ ラ ン ス 質 量 部 材 22は ， す べ り 軸 受 面 27上 で 運 動 軸 線 42
に 沿 う 方 向 で 上 下 に 可 動 と す る （ 二 重 矢 印 51） 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 電 動 鋸 10を 作 動 さ せ る と ， 駆 動 手 段 21の 調 整 に よ り バ ラ ン ス 質 量 部 材 22に 対 す る 角 度 α
で 仮 想 中 心 点 53を 巡 る ト ル ク （ 二 重 矢 印 52） が 生 じ る 。 こ の ト ル ク に よ り ， 駆 動 手 段 21が
駆 動 系 16に 向 け て 押 し 戻 さ れ る 度 に 工 具 15の 付 加 的 な 押 圧 力 が ， 加 工 対 象 の ワ ー ク （ 図 示
せ ず ） に 向 け て ， 又 は 鋸 歯 45の 突 出 方 向 に 作 用 し て ， 切 断 能 力 を 大 幅 に 向 上 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ２ に 示 す 電 動 鋸 10の 揺 動 往 復 モ ー ド で は ， 案 内 凹 所 35を 有 す る ガ イ ド 素 子 34の 傾 斜 角
度 を 調 整 す る こ と に よ り 揺 動 機 構 30が 起 動 す る 。 そ の た め に ， 電 動 鋸 10の 外 側 に 配 置 し た
調 整 手 段 （ 図 示 せ ず ） を 手 動 操 作 す る 。 電 動 鋸 10を 作 動 す る と ， 上 述 し た 往 復 運 動 に 首 振
り 運 動 （ 二 重 矢 印 54） が 重 畳 さ れ る 。 駆 動 手 段 21は ， 各 往 復 運 動 毎 に 軸 受 素 子 28を 中 心 と
し て 上 下 に 往 復 旋 回 す る 。 し た が っ て ， 角 度 α が α N ～ α P の 範 囲 内 で 変 動 し ， そ こ で は 揺
動 ス ト ロ ー ク の 位 相 に 応 じ て 駆 動 手 段 21が 異 な る 位 置 を 占 め る 。 α P は 重 畳 し た 揺 動 往 復
モ ー ド に お け る 角 度 を ， α N は 揺 動 を 尾 ｔ も な わ な い 往 復 モ ー ド に お け る 標 準 角 度 を 表 す
。 本 実 施 形 態 で は ， 角 度 α を 常 に 0° を 超 え る 値 と す る こ と に よ り ， 揺 動 往 復 モ ー ド に お
い て も 付 加 的 な 押 圧 力 を 生 じ さ せ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 電 動 鋸 の 純 粋 往 復 モ ー ド に お け る 作 動 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 し た 電 動 鋸 の 揺 動 往 復 モ ー ド に お け る 作 動 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ １ 】
10　 往 復 型 電 動 鋸
11　 ハ ウ ジ ン グ
12　 グ リ ッ プ
13　 ス イ ッ チ 手 段
14　 工 具 ホ ル ダ
15　 鋸 刃
16　 駆 動 系
17　 駆 動 モ ー タ
18　 モ ー タ 出 力 歯 車
20　 変 換 機 構
21　 駆 動 手 段
22　 バ ラ ン ス 質 量 部 材
23　 動 力 伝 達 部 材
24, 25　 偏 心 フ ォ ロ ワ
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26　 軸 受 手 段
27　 す べ り 軸 受 面
28　 軸 受 素 子
29　 軸 受 ホ ル ダ
30　 揺 動 機 構
33　 ガ イ ド ロ ー ラ
34　 ガ イ ド 素 子
35　 ガ イ ド 凹 所
41　 第 １ 運 動 軸 線
42　 第 ２ 運 動 軸 線
45　 鋸 歯
53　 仮 想 中 心 点
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